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��年 ��� ������ �������が 	月 �日～�日まで，
米国シアトル市の ��� ������ � ���で開催された。シア
トルは自然の美しさと都市の利便性から，全米で住みたい
土地ナンバーワン，市民に占める大学卒業者，大学院の学
位保持者の割合が全米で最も高いという。さらにイチロー
で有名な大リーグ・マリナーズ球団の本拠地である。イチ
ローが !�年ぶりに大リーグの年間最多安打を破るかどう
か，多くの日本国民が見守っていたが，���の前日に新記録
を打ち立ててくれた。当地の新聞スポーツ欄はさぞやイチ
ローの記事で満載かと期待したが，今シーズンでマリナー
ズを引退する �" ��#����$の記事で満載であった。
	��年の ���が当地の同ホテルで開催された。	�年前

と比較すると論文数は今回が �		と 	件ほど増加して
いる。筆者の発表した �%&&�変換器制御� 分野で見れば，
' (�# )�����* + ��# �関連の発表が激増している。また日
本企業からの発表が極めて少なくなった。日本やヨーロッ
パでの国際会議 ��%�&や �%��に比べて対象範囲が狭い
こと，�%&&や ��&では完結された論文が多く，以後の発
展につながる未完な論文が少ないこと，などが一因と考え
られる。
���国際会議には本年から二つの変化があった。
（ 	） 先ず #�����#��� � ,��が二本立てとなった。学会会

場のホテルの宿泊者は -ドル，会場以外のホテル
宿泊者は !ドルである。���が会場ホテルの客室
をあらかじめ囲いこみ予約しているので，宿泊者が
少ないと，赤字になるというのが理由である。���

は他の国際学会と比較してサービスが悪い。たとえ
ばレセプションで料理はお粗末，ビールは自前で買
えという。市価の �倍程度の値段で売っているのだ
�今回は少し違ったが�。今回，何人かの外国の研究
者からも「���はこの会議を .��������商売�でやっ
ている」という声を聞いた。

（ �） 講演時間が１件 �分となった。従来より -分程
度長くなったのはいいことだ。しかしその反面，講
演が !/～	�/，	�/～	�/となり，朝は早く，
昼休みは短くなり，窮屈になったことはいなめない。

この記事を書くために，& �,�#��+� +���# と ��0���#���

' (�# + �1�#�� � �*���2� 0�'�#�2��� に所属する � つ
の + 22����� の %# �#�2 +���# に ��������+� を送ってく
れるようにお願いした。そのうち �氏から回答をいただい
たので以下の表に各国からの論文数等をまとめる。今回は
�年のローマ大会についで投稿論文数が多かったという
ことで，�%&&と ��&は極めて狭き門であった。%��&&

はほとんどがアクセプトされている。日本からの論文数は
多いが中国の追い上げがうかがわれる。

各国の論文発表数
��������� ���� ��� �	���
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特記事項として，赤木先生が ���� ���  ������0���

�+���1�2��� �(�#0 を受賞された。難波江，松瀬両先生
についでわが国で � 人目の受賞である。さらに �#����+3

�� � '#�$� '�'�# �(�#0�も受賞された。赤木先生曰く「盆
と正月が一緒に来た」。& ��#������� ��4

ありがたくない特記事項。	月 �日夕刻，台風 ��号が
関東に接近，成田到着便はすべて着陸できず，関西や福岡
空港に退避した。あいにく �連休中でホテルはどこも満室。
筆者は関空のロビーで一夜を明かした。その後，�日に帰
国できたのは極めてラッキーだったことがわかった。米国
西海岸発の成田到着便は軒並み欠航となり，シアトルに取
り残され，さらに �日間も滞在を余儀なくされた先生方も
おられた。ご苦労さまでした。
�-年の ���は 	月 �～
日，ホンコンで開催される。

���会議は基本的に北米大陸で開催，�年のローマが筆
者の知る限り北米大陸を離れた唯一の例で，アジアでは勿
論次回が最初である。��� * � ��5� *��# �� � �� 6 ��4

福田　昭治 �北海道大学�

�平成 	
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